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自
主
財
源
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
市

税
は
２
億
３
０
９
５
万
円（
２
・
０
㌫
）減

少
。
自
主
財
源
全
体
で
は
、
繰
越
金
の
減

少
な
ど
に
よ
り
８
億
９
０
８
９
万
円（
３
・

１
㌫
）減
少
し
ま
し
た
。

　
義
務
的
経
費
は
、
電
気
・
ガ
ス
・
食
料
品

等
価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
の
減
少
な
ど
に

よ
る
扶
助
費
の
減
少
に
よ
り
９
４
６
９
万
円

（
０
・
４
㌫
）減
少
。

　
投
資
的
経
費
は
、
産
業
団
地
整
備
事
業

歳入［入ってきたお金］歳入［入ってきたお金］

歳出［使ったお金］歳出［使ったお金］

▲

義務的経費／人件費など、支出することが制度的に義務付けられ
ている経費

▲

投資的経費／道路や学校の建設事業費など、将来的に
残るものに対する経費

▲

扶助費／児童・高齢者・障がい者・生活困窮
者などへの支援に要した経費

▲

公債費／過去に発行した市債などを
返すための経費

▲

補助費等／事務組合や各種公益団体に対する補助
金などの経費

▲

物件費／施設の光熱水費や各種委託料などの経費

▲

繰出金／一般会計から国民健康保険特別会計などの特別会計へ支出
した経費

▲

自主財源・依存財源／市税や施設使用料など、市が自らの収入と
することができる財源が「自主財源」。地方交付税、国庫・県支出金
など、国や県から交付される財源と借入金が「依存財源」。

▲

地方交
付税／市の行政需要と財政力に応じて、国から交付されたお金

▲

国
庫支出金・県支出金／事業の財源として使い道が特定された、国や
県から交付されたお金

▲

市債／事業を行うために、市が国や金融機
関から借りたお金

　
依
存
財
源
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
地

方
交
付
税
は
１
億
８
８
８
９
万
円（
１
・
３

㌫
）増
加
。
依
存
財
源
全
体
で
は
、
定
額

減
税
の
実
施
に
伴
う
減
収
補
填
と
し
て
国

か
ら
の
交
付
金
が
増
加
し
た
こ
と
な
ど
に

よ
り
９
億
１
２
７
２
万
円（
２
・
６
㌫
）増
加

し
、
歳
入
全
体
で
は
、
２
１
８
３
万
円（
０
・

０
４
㌫
）増
加
し
ま
し
た
。

費
の
皆
減（
特
別
会
計
で
実
施
）な
ど
に
よ

る
普
通
建
設
事
業
費
の
減
少
に
よ
り
、

１
億
６
７
４
９
万
円（
２
・
７
㌫
）減
少
し
ま

し
た
。
そ
の
他
の
経
費
は
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

使
用
料
の
増
加
な
ど
に
よ
る
物
件
費
の
増
加

に
よ
り
、
２
２
１
９
万
円（
０
・
１
㌫
）増
加
し

ま
し
た
。
歳
出
全
体
で
は
２
億
３
９
９
９
万

円（
０
・
４
㌫
）減
少
し
ま
し
た
。

【用語解説】

【用語解説】

歳
入
を
前
年
度
と
比
較
す
る
と

歳
出
を
前
年
度
と
比
較
す
る
と

令和６年度決算

2025（R7）.10.155

イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
花
巻
応
援
寄
附
金

（
ふ
る
さ
と
納
税
）の
活
用
状
況

■
令
和
６
年
度
の
寄
付
金
額

　
令
和
６
年
度
は
約
55
万
件
、
総
額
で

84
億
２
５
７
４
万
円
の
寄
付
を
全
国
の
皆

さ
ん
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
た
だ
い

た
寄
付
の
う
ち
、
返
礼
品
や
手
数
料
な
ど

の
事
務
経
費
を
除
い
た
金
額
を
、
本
市
の

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

に
活
用
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
本
市
で
は
▼
し
ご
と
▼
暮
ら
し

▼
健
康
・
い
の
ち
ー
な
ど
寄
付
金
の
使
い

道（
分
野
）を
設
定
し
、
寄
付
者
に
は
、
そ

の
中
か
ら
希
望
す
る
使
い
道
を
選
ん
だ
上

で
寄
付
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

■
ふ
る
さ
と
納
税
基
金（
貯
金
）の
設
置

　
市
で
は
、
い
た
だ
い
た
寄
付
金
を
有
効

活
用
す
る
た
め
、令
和
５
年
度
か
ら「
イ
ー

ハ
ト
ー
ブ
花
巻
応
援
基
金
」を
設
置
。

　
い
た
だ
い
た
寄
付
金
の
う
ち
、
当
該
年

度
に
活
用
し
き
れ
な
か
っ
た
分
を
、
こ
の

基
金
に
積
み
立
て
て
、
次
年
度
以
降
の
事

業
に
活
用
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

■
寄
付
金
と
基
金
を
事
業
に
活
用

　
令
和
６
年
度
は
、
寄
付
い
た
だ
い
た

84
億
２
５
７
４
万
円
と
令
和
５
年
度
に
基

金
に
積
み
立
て
た
15
億
円
を
合
わ
せ
た

　寄
付
金
を
活
用
し
た
具
体
的
な

事
業
な
ど
は
広
報
は
な
ま
き
８
月

15
日
号
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

99
億
２
５
７
４
万
円
の
う
ち
、
返
礼
品
や

手
数
料
な
ど
に
40
億
７
７
０
６
万
円
を
活

用
し
、
基
金
へ
17
億
５
０
０
０
万
円
を
積

み
立
て
、
残
り
の
40
億
９
８
６
８
万
円
を

令
和
６
年
度
の
市
の
事
業
に
活
用
し
ま
し

た
。

■
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
す
る
事
業

　に
関
す
る
市
の
考
え
方

　
市
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
多
く

の
寄
付
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
を
理
由

に
、
新
規
事
業
を
実
施
し
て
い
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
寄
付
い
た
だ
い
た
皆
さ

ん
が
指
定
し
た
使
い
道
に
沿
っ
て
、
ソ
フ

ト
事
業（
＊
１
）に
28
億
４
９
６
８
万
円
、

ハ
ー
ド
事
業（
＊
２
）に
12
億
４
９
０
０
万

円
、
と
も
に
既
存
事
業
を
中
心
に
寄
付
金

を
活
用
し
て
い
ま
す
。

＊
１
…�

医
療
費
助
成
や
イ
ベ
ン
ト
開
催
、

補
助
金
の
交
付
な
ど
。
形
と
し
て

残
ら
な
い
も
の
を
提
供
す
る
事
業

＊
２
…�

道
路
の
維
持
や
施
設
の
改
修
、
建

設
な
ど
目
に
見
え
る
形
で
提
供
す

る
こ
と
が
で
き
る
事
業

しごと
6億2,100万円

暮らし
2億4,900万円

健康・いのち
6億9,168万円

子育て・人づくり
9億4,900万円

地域づくり
2億6,400万円

行政経営
7,500万円

しごと
4,100万円

ソフト事業
28億

4,968万円
ハード事業

12億
4,900万円

基金積立金
17億

5,000万円

暮らし
3億4,400万円

健康・いのち
1億6,100万円

子育て・
人づくり

4億7,200万円

地域づくり
9,800万円

行政経営
1億3,300万円

寄付金・基金の使い道（分野）ごとのふるさと納税の活用金額

分野
事業への
活用金額

活用した
事業数

➊しごと 6億6,200万円 31事業

➋�暮らし 5億9,300万円 10事業

➌�健康・
　いのち

8億5,268万円 18事業

➍�子育て・
　人づくり

14億2,100万円 46事業

➎�地域
　づくり

3億6,200万円 7事業

➏行政経営 2億  800万円 3事業

合計 40億9,868万円 115事業

■分野ごとの寄付金・基金の活用金額、

　活用事業数

■ソフト・ハード事業ごとの寄付金・基金の活用金額

【問い合わせ】 本館財政課（☎41-3517）


